
あなんカルチャー

藍
染
体
験
教
室
（
有
料
・
申
込
不
要
）

　

科
学
セ
ン
タ
ー
で
育
て
た
藍
の
葉
を
使
っ
て
、

藍
染
の
仕
組
み
を
学
び
な
が
ら
、
ハ
ン
カ
チ
を

染
め
て
い
き
ま
す
。

日
時　
８
月
11
日
㈷　

午
前
10
時
～
、
11
時
～
、

午
後
１
時
～
、
２
時
～
、
３
時
～
開
始
し
ま
す
。

対
象　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
小
学

生
以
下
の
お
子
さ
ん
は
必
ず
保
護
者
同
伴
で
お

願
い
し
ま
す
。

定
員　
各
回
10
人
（
先
着
順
。
定
員
に
達
し
次

第
締
切
）

参
加
料　
２
０
０
円
（
ハ
ン
カ
チ
代
）

参
加
方
法　
当
日
９
時
30
分
か
ら
体
験
館
事
務

室
に
て
、
先
着
順
に
参
加
整
理
券
を
配
布
し
ま

す
。
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

　

夏
休
み
期
間
中
の
平
日
は
午
後
２
時
20
分
～
、

土
、
日
曜
日
は
午
前
11
時
～
、
午
後
２
時
20
分

～
実
施
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

ピアノを含まない演奏での出演者を公募し、演奏会を
開催します。
日時　11月12日㈰　14:00開演
場所　夢ホール（文化会館）
対象　中学生以上
参加費　1,000円
※当日の来場者は入場無料です。
演奏時間　15分以内（申込みが多い場合は、時間の

短縮をお願いすることがあります）
募集期間　８月１日㈫～９月１日㈮
　　　　　※定員に達し次第締め切ります。
定員　15組程度（先着順）
申込方法　往復はがきまたはメールで①代表者名（中

学・高校・大学・一般の別）②連絡先（電
話番号、住所、メールアドレス）③アンサ
ンブル名（アンサンブル名がある場合のみ）
④出演者数⑤出演者名、演奏楽器⑥演奏曲
目、作曲者、編曲者（日本語表記）⑦演奏
所要時間（15分以内）を記入の上、お申
し込みください。

※演奏会の模様はケーブルテレビ等が撮影放映する場
合があります。

申込み・問い合わせは　〒774-0030　富岡町西池田
135番地1　文化会館「みんなでピアノ以外物語」係
（☎23－5599）へ
e-mail:yumehallciviccouncil@gmail.com

■ みんなでピアノ以外物語　出演者募集

阿南市ではウミガメの保護に努めています。産卵地保
護のため、海岸への車両の乗り入れやごみの放置等は、
ご遠慮ください。また阿南市内の海岸に上陸するウミ
ガメの頭数調査を行っていますので、ウミガメの上陸
や足跡を発見された方は、文化振興課までご連絡くだ
さい。
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■ ウミガメ上陸に関するお願い

セ
ン
タ
ー

科
学

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

日時　12月３日㈰　13:30開演
場所　コスモホール（情報文化センター）
参加費　１人2,000円

（５人以上は何人でも10,000円）
演奏時間　１組15分以内（セッティングの時間は含

みません）
※アンプ、ドラムセット、ピアノ、マイクは準備しま
す。その他の楽器、機材は出演者各自でご持参くだ
さい。

募集期間　８月１日㈫～10月２日㈪
※定員に達し次第締め切ります。
定員　15組程度（先着順）
申込方法　申込用紙（コスモホールに備え付け）に記

入の上、提出してください。
提出先・問い合わせは　
文化会館「クリスマスライブ」係（☎23－5599）へ

■ コスモホール クリスマスライブ 出演者募集

北條民雄文学賞受賞作品集を、市内図書館、公民館、
県立図書館、県内の市町村の図書館、県民サービスセ
ンター（県庁１階）、県立文学書道館で読むことがで
きます。また、購入希望の方は１冊500円で販売しま
すので、文化振興課へお越しください。
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■ 北條民雄文学賞受賞作品集について

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
観
望
会

（
有
料
・
申
込
不
要
）

　

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
に
つ
い
て
説
明
後
、

流
星
群
の
観
望
を
行
い
ま
す
。
並
行
し
て
大
型

望
遠
鏡
に
よ
る
土
星
の
観
望
会
も
実
施
し
ま
す
。

日
時　
８
月
12
日
㈯　

午
後
７
時
30
分
～
10
時

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学
セ

ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
悪
天
候

の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

マ
イ
望
遠
鏡
を
作
ろ
う

（
有
料
・
要
申
込
）

　

天
体
望
遠
鏡
の
仕
組
み
な
ど
の
説
明
後
、
そ

れ
ぞ
れ
望
遠
鏡
を
組
み
立
て
て
、
月
や
星
を
観

察
し
ま
す
。

日
時　
８
月
27
日
㈰　

午
後
６
時
30
分
～
９
時

対
象　
小
学
３
年
～
中
学
生

定
員　
親
子
20
組
40
人
（
先
着
順
。
定
員
に
達

し
次
第
締
切
）

参
加
料　
２
０
０
０
円
（
保
護
者
は
無
料
）

参
加
方
法　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
込
み
。
参
加
さ
れ
る
場
合
は
カ
メ
ラ
三
脚
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
台
風
な
ど
の
場
合
を
除
き
、

雨
天
・
曇
天
で
も
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

８
月
の
休
館
日　

７
日
㈪
、
14
日
㈪
、
21
日
㈪
、
28
日
㈪

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
　
湯
　
浅
　
良
　
幸

阿
波
の
藩
札
（
十
八
）

図
象

　

阿
波
藩
札
は
延
宝
八
（
一
六
八
〇
）
年

発
行
、
徳
島
藩
最
初
の
藩
札
で
あ
る
。
極

め
て
残
存
数
が
少
な
い
の
で
収
集
家
垂す

い

涎ぜ
ん

の
的
で
あ
る
。
筆
者
は
二
十
代
か
ら
藩
札

の
収
集
と
研
究
を
始
め
て
い
る
が
、
延
宝

札
・
網
干
屋
札
・
両
面
札
の
入
手
に
は
苦

労
し
た
。

　

特
に
こ
れ
ら
の
札
を
所
有
し
て
い
る
人

が
不
明
で
た
い
て
い
一
枚
し
か
所
有
し
て

い
な
い
の
で
、
頒
け
て
く
れ
な
か
っ
た
。

筆
者
が
藩
札
を
紹
介
し
始
め
て
か
ら
そ
の

価
値
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
す
ま

す
入
手
が
困
難
と
な
っ
た
。
筆
者
は
友
人

の
古
銭
商
を
介
し
て
入
手
し
た
が
、
実
に

高
価
だ
っ
た
。

　

延
宝
札
は
札
表
面
を
上
部
、
中
央
部
、

下
部
に
三
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

上
部
に
七
福
神
が
あ
る
。
札
は
六
種
し

か
発
行
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
六
神
し
か

揃
っ
て
い
な
い
。「
銀
札
一
巻
帳
」
で
は

七
種
の
天
和
札
（
延
宝
札
）
を
あ
げ
て
い

る
。

　

享
保
新
札
で
は
四
神
（
四
種
）
し
か
揃

っ
て
い
な
い
。
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年

に
銭
札
二
種
の
発
行
に
よ
り
六
神（
六
種
）

と
な
っ
た
。

　

二
分
は
福
禄
寿
、
三
分
は
蛭
子
、
五
分

は
弁
財
天
、
一
匁
は
大
黒
、
三
匁
は
毘
沙

門
天
、
五
匁
は
寿
老
人
で
あ
る
。

　

中
央
部
に
は
銀
見
極
の
文
字
と
共
に
額

面
が
表
記
さ
れ
て
い
る
。
左
側
に
延
宝
八

年
庚
申
暦
と
発
行
年
号
が
表
記
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
六
角
形
の
朱
印
に
亀
の
字
が

あ
る
。

　

下
部
上
段
に
右
よ
り
左
に
向
け
て
阿
波

淡
路
銀
札
と
記
し
、
阿
淡
両
国
一
円
の
通

貨
で
あ
る
こ
と
を
表
示
し
て
い
る
。
札
全

体
よ
り
言
え
ば
、
左
書
き
は
自
然
な
書
き

方
で
は
な
い
。
下
部
下
段
に
座
本
人
の
名

と
著
名
印
が
あ
る
。

　

魚
屋
は
分
銅
の
中
に
福
の
字
を
書
き
、

青
印
で
あ
る
。
寺
沢
は
茶
壺
の
中
に
徳
の

字
を
書
き
、
朱
印
で
あ
る
。
な
お
、
裏
面

は
表
面
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
て
い
な
い
。

　

上
部
の
丸
印
は
左
向
き
の
舞
鶴
で
あ
り
、

下
部
の
丸
印
は
鶴
と
い
う
字
で
あ
る
。

網
干
屋
札

　

こ
の
札
は
珍
品
で
入
手
し
づ
ら
い
。
表

面
の
体
裁
は
延
宝
札
と
同
じ
で
あ
る
。
異

な
る
点
を
以
下
述
べ
よ
う
。

　

上
部
下
段
に
あ
る
宝
玉
は
五
分
以
下
に

も
あ
り
、
五
分
札
は
五
つ
、
三
分
札
は
三

つ
、
二
分
札
に
は
二
つ
あ
る
。
年
号
は
享

保
十
五
年
庚
戌
暦
と
あ
る
。
座
本
人
と
し

て
魚
屋
と
網
干
屋
の
署
名
が
あ
る
。
魚
屋

は
朱
印
、
網
干
屋
は
青
印
で
あ
る
。

　

裏
面
は
表
面
と
同
じ
く
三
段
に
区
分
さ

れ
て
い
る
。
最
上
部
に
余
白
が
あ
る
の
は

こ
の
札
と
両
面
札
の
み
で
あ
る
。

　

上
部
の
模
様
は
、
表
面
中
央
部
右
段
の

模
様
と
同
じ
で
あ
る
。
札
の
種
類
ご
と
に

異
な
っ
て
い
る
。
三
匁
札
表
面
は
蛭
子
の

鯛
釣
り
。
裏
面
は
鯛
二
尾
を
縄
に
刺
し
て

吊
っ
て
い
る
。
中
央
部
に
額
面
（
銀
壱
匁

の
よ
う
に
）
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
新
し

く
網
干
屋
が
座
本
人
に
加
わ
っ
た
た
め

「
網
干
屋
札
」
と
称
し
て
い
る
。
両
側
に

草
花
、
下
段
上
部
に
宝
袋
、
分
銅
な
ど
が

描
か
れ
て
い
る
。

（
続
く
）

参
考　

湯
浅
良
幸
著　
『
阿
波
貨
幣
史
』

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
127

延 宝 札
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